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GIMP2（ギンプ２）の使い方～概要～ 

 

・ フリーの画像加工ソフト GIMP２について、基本的な使い方を説明します。 

・ インストールの方法は、いろいろなインターネットサイトで紹介されているので、それを参考に実施し

てください。 

・ 本稿で説明する GIMP２のバージョンは２．８．６です。それ以降のバージョンであれば、下記の説明

と差異なく操作が可能と思われます。 

 

【以下の説明内容】 

1. ウィンドウのモード（ツール表示方法） 

2. 基本的なツールの機能 

3. レイヤーの考え方、操作方法、アルファチャンネルの追加 

4. 画像ファイルの取り込み方、画像ファイルとしての保存方法 

5. キャンパス、レイヤー、画像のサイズの考え方 

6. 選択の仕方 

7. 色塗りの仕方 

8. 投影画像の作り方 

 

【各項目の説明】 

1. ウィンドウのモード（ツール表示方法） 

ウィンドウはツール類が別々のウィンドウになっている『マルチウィンドウのモード』と『シングルウ

ィンドウ』のモードに分かれます。シングルウィンドウモードのほうが位置が固定していて扱いやすい

と思います。シングルウィンドウモードには、メニューバーの『ウィンドウ』から選択してください。 

 

    

  

ツール類（シングルウィンドウモード） 
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2. 基本的なツールの機能 

画像処理を行うために必要な基本ツールは以下のようになっています。ツールの並び方は、ツール領域

の幅などによって若干変わってきます。 

    

 

各マークを押せば、その機能が使用されます。なお、各ツールの詳細な微調整は下側にある「ツールオ

プション」で指定します。 

 選択ツール 

最も大事なツールです。画像のある部分を選択するために使います。これが使いこなせると非常に

幅が広がります。 

 移動ツール 

選択ツールで選択した部分について、移動を行います。 

 変形ツール 

画像を任意の形に変形させるツールです。思い通りに変形させるのがなかなか難しく練習が必要で

す。 

 描画ツール 

ある範囲をベタ塗りしたり、グラデーションをかけたり、筆や鉛筆のように色を塗ったりします。

消しゴムは逆に画像を消していきます。塗るときは「色指定」の上に来ている部分（描画色）で塗

られます。逆に消しゴムで消すときは下に来ている部分（背景色）が消したところに表れてきます。 

 ここを押せば、様々な色を指定することができます。 

  

選択ツール類 

移動ツール 

変形ツール類 

描画ツール類 

色指定 
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3. レイヤーの考え方、操作方法、アルファチャンネルの追加 

レイヤーとは「層」のことで、画像加工では層を積み重ねるようにして一つの画像を形成していきます。

十二単（じゅうにひとえ）のようなものです。単純に、上に来る層が下の層に覆いかぶさることになり

ます。レイヤーというものを使う利点は、画像（パーツ）ごとに切り貼りできることです。一つの画像

に合体してしまったら、後でやり直しが難しいですが、パーツで切り離されていれば、自由に取り外し

取り付けが可能です。 

 

 

 

レイヤーは色反転しているところが「選択しているレイヤー」となります。何かの処理をしようとして

も、画像が何も変化がないとき、必ず選択しているレイヤーが正しいか確認してください。異なるレイ

ヤーが選択されていると、そちらに処理が行われてしまいます。よくある間違いなので注意してくださ

い。 

 

レイヤーを右クリックすると「アルファチャンネルの追加」というものが出てきます。これは各レイヤ

ーの背景を「透明」にすることです。透明な背景になると、市松模様が表示されます。こうしておくと、

消しゴムで消した時に、「背景色」ではなく「透明（下のレイヤーが見える状態）」になります。 

  

一つのレイヤー 

レイヤーの画面表示・非表示を決める 

上レイヤーが下レイヤーの「上」に重なっている 

レイヤーの上下を変えられる 

※例：赤レイヤーが青レイヤーの上になっている 

市松模様が「透明」の印 
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4. 画像ファイルの取り込み方、画像ファイルとしての保存方法 

 取り込み方：「ファイル」メニューから「レイヤーとして開く」を選択し、画像を選びます。この

操作によって、各々の画像がレイヤーとして組み込まれます。 

 

 

 保存方法：同じく「ファイル」メニューにある「エクスポート」を選択します。 

 

開いたダイアログ（窓枠）で、保存したいフォルダに移動し、保存したい形式の「ファイル名」と

「拡張子」を入力します。拡張子は、下の矢印を押して調べます。通常なら「jpg」「png」「bmp」

くらいしか使いません。「写真」なら「jpg」、イラストなら「png」と指定すると考えていれば、

大体問題ありません。 

 

  

拡張子を調べて、入力 

ファイル名＋ドット＋拡張子 

様々なファイル形式の

拡張子を確認 
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5. キャンパス、レイヤー、画像のサイズの考え方 

この項目はよくわからなければ、最初は飛ばしてもらって構いません。何故か絵が表示されないとか、

枠からはみ出すなどの問題が起こった時に、「画像」メニューの「キャンパスサイズの変更」や「レイ

ヤー」メニューの「レイヤーをキャンパスに合わせる」の操作をして、望み通りになるかどうか試して

みてください。 

 

 キャンパスのサイズ 

画像全体の基本となる範囲のことです。大きな画像をレイヤーとして新たに開いても、キャンパス

からはみ出した部分は表示されません。「キャンパスの範囲内しか絵は見えない」と考えてくださ

い。 

 レイヤーのサイズ 

新たに画像をレイヤーとして開くと、画像のサイズ＝レイヤーサイズとなります。ここで、「レイ

ヤー」メニューの「レイヤーをキャンパスに合わせる」の操作をすると、画像以外の部分も含めて

レイヤーサイズが拡大されます。 

画像のサイズ＝レイヤーサイズの状態での利点は、「選択メニュー」の「すべてを選択」を押した

時に、キャンパスサイズに関係なく、画像だけを選ぶことができる点です。画像に対して移動や画

像処理を様々行った後に、「レイヤーをキャンパスに合わせる」をすれば、すっきりとまとめるこ

とができます。 

 画像のサイズ 

「画像」メニューの「画像の拡大・縮小」をすると、基本的にキャンパスごと拡大・縮小すること

になります。一つの画像のみを拡大・縮小したい場合は、「レイヤー」メニューの「レイヤーの拡

大・縮小」を用います。 

 

  

レイヤーのサイズ

と位置 

キャンパスのサイズ

と位置 
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6. 選択の仕方 

基本的には、カーソルをマークに載せれば、どのような選択方法かが表示されます。 

 

 

① 四角、丸、自由形状に選択します。四角・丸は後でも自由に変形できます。また、四角・丸はシフ

トを押しながら操作することで、真四角・真円に選択できます。自由形状の選択では、最後に開始

点に戻ってきて、線分を必ず閉じてください。 

② 左は「ファジー選択」、右は「色域を選択」です。どちらも色を元にして選択範囲を設定しますが、

「ファジー選択」ではクリックした点の近接で類似色が選択されるのに対し、「色域を選択」では

レイヤー全体で似た色が全て選択されます。 

いずれの選択方法も、ツールオプションの「しきい値」でどれだけの近似した範囲が選択されるか

が決まります（ここ重要です！）。このしきい値をうまく調整することで、所望の範囲を選択する

ことができます。 

 

③ 電脳はさみは、画像の境界をクリックしていくことで、自動的に境界ラインを作っていく機能です。

形成された線の上をクリックすれば、さらに点を細かくすることができます。但し、思惑通りに境

界ラインを作っていくのは、コツと慣れが必要です。画像の状況にも依存します。可能な限り、自

由形状やファジー選択、色域選択にて対応したほうが良いです。最後に開始点をクリックした後に

Enter キーを押せば、選択範囲に変換されます。 

 

  

しきい値が高いほど、より広い範囲が選択される 

① ② ③ 
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7. 色塗りの仕方 

 

色塗りは、選択した範囲にしか影響しません（ここ重要です！）。逆に、選択した範囲外には決しては

み出さないので、適切に範囲選択さえできれば、色塗りが非常にやりやすくなります。 

 

 塗りつぶし（一番左） 

これは特別で、選択範囲内のクリックした色領域にのみベタ塗りをすることができます。わざわざ

細かく範囲を選択しなくても良いわけです。どれだけ近似色を塗るかは例によってツールオプショ

ンの「しきい値」で決めることができます。ある程度色がくっきりした画像であれば、色の入替な

どが簡単にできます。また、いろんなパターンでの塗りも可能です（下図は木目パターンで塗りつ

ぶしている）。 

        

 グラデーション（左から 2 番目） 

描画色と背景色を使って、様々なグラデーションで塗ることができます（下図はらせん）。 

 

 鉛筆、ブラシ、消しゴム、エアブラシ（左から３番目～６番目） 

太さやぼかし感を様々に変えて塗ることができます。これもコツと慣れが必要ですが、消しゴムの

使い方に慣れると、画像の加工がはかどります。 

 その他：「Delete」キーを押すと、選択範囲の画像が消えます。 

  

選択範囲 

ブラシ（左から４つめ）で赤線を描いた 



作成 2014年 9月 8日 Ver.1 

 

8 

8. 投影画像の作り方（湖面に像が投影されているような場合を想定） 

＜元画像＞ 

 

イ) 投影したい画像のレイヤーを複製します。 

なお、複製したレイヤーにアルファチャンネルが追加されていない場合は、レイヤーの右クリック

で追加します。 

 

ロ) 鏡像反転を押し、ツールオプションで「垂直」を選ぶ。複製したレイヤーで画像をクリックします。 

 

         

ハ) 「移動」ツールで所望の位置に反転画像を移動させます。 

 

 

  

複製元の画像 

鏡像反転させた画像 

移動 
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ニ) 投影画像側（鏡像反転側）の画像を変形させます。 

湖面に映っているような投影の場合、湖面の水平感を出すために少しだけ変形させたほうがリアル

に見えます。 

「遠近法」ツールを使って変形させます。ツールを選んで画像をクリックすると変形させるための

ハンドルが四隅に出てくるので、ドラッグして少しだけ台形に仕上げます。これでいいなと思うと

ところで、「変形」を押せば、変形が完了します。 

 

 

ホ) 湖面の透明感を出すため、レイヤーの透明度を変更します（不透明度を少し減らす）。 

 

 

 

以上で作業は完了です。背景画像と組み合わせれば、投影された感じが出ると思います。 

  

ハンドル 

減らすほど透明になる 

効果をわかりやすくするために背景を青くした 
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ヘ) おまけ 

人それぞれの好みにはなりますが、湖面の揺れを表現したい場合には、「フィルター」メニューの

「変形」→「波紋」と選び、諸条件を設定することで画像加工が可能です（但し、遠方の投影感を

出す場合には、もっと細かくて小さなランダム揺れや乱反射の挿入などが必要なので、別途もう少

し高度な処理が必要です）。 

     

 
 

 

以上が、GIMP2 の基本的な操作方法です。勿論、もっといろんな機能が存在しますが、使いこなしてい

くには、基本を押さえながら、その時その時にやりたいことを実現できるような処理・操作方法を、インタ

ーネット検索や書籍で見ながら一つひとつ覚えていくことが近道だと思います。 

 

以上 

設定 

向き ：水平 

波長 ：6１ 

振幅 ：５ 

位相変位 ：８０ 


